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者の権利

「現代消費論」はヒューマ

回生の第５ ８セメスター

いことはつぎの２点である

経済学部生の大半は卒業

画あるいは業務をつうじて

て，消費者の多様な行動，

ンエコノミー・コースの専

に開講されている。この科目

。

後，民間企業に就職（「就社」

，顧客である消費者と接する

その背景となる現代経済にお

門科目であり，３・４

をつうじて学んでほし

）するので，販売や企

機会が多い。したがっ

ける消費のあり方を理

解する，さらにその把握の

役立つに違いない。現代の

をつうじてとらえればよい

いくつかの資料や統計をと

第２に，学生は消費者で

ところが最近，学生がしば

方法それ自体を学ぶことは，

消費をどのような角度から，

か。これが学んでほしい第１

おして何がみえてくるかを示

ある。あるいは消費者として

しば消費者被害にあっている

将来の仕事におおいに

どのような資料や文献

の点である。講義では

す。

も自立の過程にある。

。キャッチ・セールス，

訪問販売，ネット販売をつ

ンなどの加重債務に陥った

商法，消費者金融を利用し

まきこむ。ここには消費者

ての権利意識も弱い。元来

（ ）

うじた被害だけでなく，過剰

り，物品販売のようにみせか

た詐欺まがいの事件ではみず

としての自覚と自立性が欠如

，消費者問題の実際的な学習

消費からカード・ロー

けたネズミ講まがいの

から加担し周りの人を

している。消費者とし

は高校で行ってほしい



ことであるが，現

会人としての成長

経済学をとおし

立命館経済学（特別

在の高校教育には期待できな

に役立つことを学んでほしい

て消費者の権利を学ぶことは

号）

い。そこで，消費者として，

。これが第２の点である。

，第１点の企業側から消費者

社

を

みるときにも必要

ぐ消費者問題を引

「現代消費論」

である。昨今の食品被害や不

き起こす企業人の責任を自覚

．基礎専門科目との内

は応用展開科目であり，経済

当表示，欠陥車隠しなど，相

してほしいと思う。

容上の関わり

学のいわば各論である。した

次

が

ってミクロ，マク

じめとする基礎専

では，合理的で完

経済の消費者選択

需要の決定要因を

ない。これにたい

級や分配あるいは

ロ経済学（ ）と社会

門科目で学んだことをふまえ

全な情報をもつ経済人（

という基本モデルを学んだ。

学んだ。これらの理論は基本

し，社会経済学（旧カリキュ

家族や地域における人びとの

経済学（ ）を

ての講義となる。ミクロ経済

）を主体とする市

マクロ経済学では集計的な消

的に消費の中身までは問題に

ラム名「経済理論」）では経済的

関係など，消費の中身に影響

は

学

場

費

し

階

し

これを制約する社

資本による，資本

そこで「現代消

にこれを制約して

会経済的構造やその歴史を問

のための生産」にあるため消

費論」は，現代の消費者とそ

いるともいえる「生活様式」

．「消費」の意味

題にするが，中心は「資本の

費論は展開しない。

の行動，この集約であると同

を扱う。

転換

，

時

ここで消費（

まず日本におけ

『経済学辞典』第

（ ）

）という用

る代表的な経済学の辞典で

３版（岩波書店， 年）には

語を手元の辞書でみてみる。

ある大阪市立大学経済研究所

「消費」という項目はない。

編

そ



消費

こで有名な『広辞苑』をみ

費消。 ［経］欲望の直接

表裏の関係をなす経済現象

生活をどのように見るか（角田）

る。「 費やしてなくするこ

・間接の充足のために財貨を

。」（第４版，岩波書店 年よ

と。使いつくすこと。

消耗する行為。生産と

り）また，英語の動詞

をみると，「 費や

る。 消滅させる，破壊す

るとある（『プログレッシヴ英

日英ともに「消費」はネ

用語に対比してそうなって

物質的「生産」の水準を維

に由来すると考えられる。

す，使い果す，浪費する。

る。」とあり，ラテン語の「

和中辞典』第３版，小学館

ガティヴな意味をもつ用語で

いる。これは，人類の長い長

持するためには「消費」を抑

食べ尽くす，平らげ

完全にとる」に由来す

年より）。

あり，「生産」という

い経済の歴史のなかで，

える必要があったこと

ところが， 世紀後半に

する経済に突入した。経済

の重要な項目である消費需

ざまな方法で消費を刺激す

消費は購買行動と一体とな

衆」の購買意欲を駆り立て

く，住宅にも比べられる消

人類（少なくとも先進工業諸国

を成長させ完全雇用を維持す

要が安定的に増加しなければ

る方策がとられ，「消費を楽し

り，デパートやスーパーに大

る。クルマの購入は快適な移

費のシンボル（記号）と化し

）は消費を自己目的と

るためには，有効需要

ならない。そこでさま

む」文化が生まれた。

量に並ぶ商品が「大

動手段であるだけでな

た。消費は快楽であり，

生産の方が忍耐と労苦をと

この消費の意味転換とも

上国へ広がる一方で，再度

制約から物質的消費をふた

物質的なものに限定してき

低迷を続けている日本経済

もなうネガティヴな経済活動

いうべき事態は，半世紀を経

の意味転換を迫られている。

たび抑える時代への回帰なの

たことの意味転換なのか。こ

における消費のあり方に大き

になった。

た今日，先進国から途

それは，環境・資源の

か。それとも，消費を

れは 世紀初頭でなお

な関わりがある。

．

世紀資本主義経済の大

（ ）

大量消費と福祉資本主義

量生産・大量消費・大量廃棄の生活様式は「大衆消



費社会」ともよば

式とも重なりあっ

ると，オルタナテ

立命館経済学（特別

れている。これはまた，「福

てきた。その成熟期あるいは

ィヴな生活様式を構想するこ

号）

祉（国家）資本主義」の生活

末期と今後の人類の課題を考

とが必要になっている。

様

え

１．資本主義的

資本主義的生活

商品的生活

賃労働にも

労働力の商品

資本（制企

生活様式の本性（角田『生活

様式は４つのモメントからな

様式 あらゆる消費財・サー

とづく生活様式 消費需要の

化にもとづく賃金の多寡に依

業）による生活の包摂 消費

様式の経済学』 年第７章よ

る。

ビスが商品化される

もとになる収入の圧倒的部分

存する

財・サービスの生産と販売を

り）

が

つ

うじて資本が

都市的生活

だけでなく従

資本主義経済は

この本性はたえず

ては，大衆（労働

を必要とするとい

消費生活のニーズやあり方に

様式 人口の多数が都市に集

来の家族的で農村的な生活様

本来，無限の価値増殖および

自身の固有の限界にぶつかり

者）の消費（賃金）を抑制する

う矛盾を抱えている。

多大の影響を及ぼすに至る

住し，都市が一大消費地とな

式を変えていく

生産の無制限な拡大を本性と

ながら実現される。消費につ

一方で，同時に消費需要の拡

る

し，

い

大

２．現代資本主

世紀資本主義

拡大に矛盾の解決

高利潤―高生産性

に新たな活路を求

しい生産＝生活様

義の生活様式（現代消費社会

は大衆（労働者）の消費拡大

を求めたが， 世紀資本主義

―高賃金の「好循環」にも

める。この起点になったのは

式」であり，ここに大量生産

）の生成と展開過程

よりも植民地等の外延的な市

は“フォーディズム”により

とづく大衆（労働者）の消費拡

年代の における

と大量消費の内包的関係にも

場

，

大

「新

と

づく経済の循環的

程の新しい型に対

リカニズムとフォー

しかし， 年

（ ）

拡大の原型が生み出された

応する新しい型の人間を創

ド主義』 年）をはらんでい

代は「大恐慌」に続く長期不

。それは同時に，「労働と生産

出する必然性」（ 『

た。

況と大量失業の時代， 年

過

アメ

代
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は戦時経済体制（「統制経済

はいったん後退する。この

形成の時期にあたる。

生活をどのように見るか（角田）

」）というように，大量生産―

期間は同時に，各国における

大量消費の経済体制

福祉（国家）資本主義

第二次大戦後の

費そして福祉（国家）資本主

かし，その成長政策が破綻

も資源・環境問題の制約に

は新しい情報技術を基礎に

潮が登場した。 世紀には

面しており，新たな途が模

年代は，いわゆるケインズ主

義が確立し，相互に促進し

すると同時に「福祉国家の危

ぶつかった。これを打開する

，新たなグローバル資本主義

いり，この新しい潮流もいく

索されている。

義的成長政策と大量消

あう時代であった。し

機」が訪れ，大量消費

べく， 年代に

と「新」自由主義の思

つかの深刻な問題に直

３．高度大衆消費社会（

現代消費生活は高度大衆

大量生産体制が大量

の個人が画一的で均一

大衆消費社会の人間

生産においては効率

）

消費社会とよばれている。そ

販売（流通）をつうじて大量

的な財・サービスを同時に消

類型としてホモ・コンスメン

と禁欲が，消費においては享

の特徴を列記すれば，

消費を確立し，大多数

費する生活様式を実現

ス（消費人間）を生む

楽，欲求の解放，気ま

まが称揚される。この

消費文化はつくられ

化」という特徴をもつ

大衆消費社会は次の

学」より）にあるように

二元論が個人のなかに統合さ

た「標準」をめぐる「記号＝

図（角田『生活様式の経済学』

，相異なる２つの軸をめぐっ

格差拡大

れることの矛盾

意味づけ」と「差異

第８章「消費社会の経済

て揺れ動く。

消費の画一化

（ ）

個性化・

平等化

多様化



４．福祉資本主

大量消費にもと

（これをあわせて「

立命館経済学（特別

義（ ）＝「

づく大衆消費社会は福祉資本

ケインズ主義的福祉国家」とも表

号）

生活様式としての福祉国家」

主義としての性格をあわせも

現する）。福祉資本主義という

つ

用

語は，いま世界の

ン アンデルセン

ーズや労働力が商

るようになる，そ

活様式としての福

される必要がある

第二次大戦後，

福祉国家の比較研究でもっ

による。彼によれば，「現代

品化され，われわれの福祉

のプロセスのなかにあった

祉国家」（成瀬龍夫『生活様式

。

各国経済は貧困や失業など資

とも注目されている ・エス

の社会政策の源泉は，人間の

（ ）が貨幣関係に依存

」。したがって，福祉国家は

の経済理論』第９章）として把

本主義が生み出す生活困難を

ピ

ニ

す

「生

握

社

会問題として受け

しての社会的生活

所得再分配による

性格をあわせもつ

く「公助」による

来の地域共同体や

うした福祉国家的

とめ，国家の責任による介入

権あるいは生活保障という考

消費需要（「有効需要」）の増

。それはさらに， 世紀的な

自立した諸個人の社会連帯の

職域における「共助」を国家

社会政策（ ）は雇

を求める。それは基本的人権

え方を基礎にしていると同時

大で経済成長を促進するとい

自由放任による「自助」では

可能性をつくりだす。また，

・社会的規模に引き上げる。

用，保健医療，年金，福祉，

と

に，

う

な

従

こ

住

宅，教育に加えて

同）―企業―政府

・規制・介入とい

法では汲みつくせ

「競合する社会経

いることは不思議

環境政策に広がり，個人―

（国家）―国際機関という担

う場というように，国家（

ない問題領域への広がりをみ

済学の諸理論にとって福祉国

なことではない」（エスピン

家族―地域―ボランティア

い手，共同体―市場―公的管

政府）と経済（市場）という二

せている。このような状況か

家が主なテストケースになっ

アンデルセン）。

（協

理

分

ら，

て

５．現代資本主

大量消費と福祉

に大きな限界に直

まず大量生産＝

（ ）

義の生活様式のもつ限界とそ

資本主義から構成される現代

面したため，これを打開する

消費の限界についていえば，

の打開

資本主義の生活様式は前世紀

動きも活発に展開されている

細分化された多様な市場の創

末

。

造



消費

と，途上国ならびに旧社会

費市場の創造が進行してい

は，現代の支配的生活様式

生活をどのように見るか（角田）

主義国の市場経済移行による

る。さらに大量廃棄による地

を地球全体に広げることで問

グローバルな生産＝消

球環境の悪化について

題を拡散させているか

のようである。ここには消

また，福祉国家の危機は

おり，国家福祉および公的

（「構造改革」）がすすめられて

分野における消費者の権利

さらに「 革命」といわ

たな消費者社会の可能性を

費者の権利を新たな領域に拡

広義の財政と公的サービス管

管理の縮小と，市場への回帰

いる。しかし，福祉資本主

の実現を新たな課題にのせる

れる技術革新は，ネットワ

秘めているとともに，情報を

大する必然性が生じる。

理の両方にあらわれて

にもとづく制度改編

義の再編は広義の福祉

にいたった。

ーキングを軸とする新

めぐる消費者の権利の

新たな展開を求めている。

６．消費の再転換と環境

以上のように，大量消費

大や新たな次元における実

と，環境破壊から脱却し持

それは総じて「生活様式の

破壊からの脱却（新しいオルタ

と福祉資本主義の再編はいず

現を求めている。ここには，

続可能な社会を形成するとい

転換」を意味するといえる。

ナティヴな生活様式）

れも消費者の権利の拡

消費の再度の意味転換

う大きな課題がある。

すなわち，先進工業国で

な課題としなければならな

に何を重視すべきか。それ

能力の発達におかれるだろ

う）。それは「時間の消費」

化と高齢化の進行にもかか

態や機能も変化している。

はいまや成長型経済から定常

い。定常型経済における「生

はおそらく，自由時間の拡大

う（アマルティア・センは福祉は

を目的にする社会ともいえ

わらず，従来の日本型企業福

これらの要因が福祉国家への

型経済への移行を明確

活の質」の向上のため

を背景にした個々人の

であるとい

る。また，急速な少子

祉が後退し，家族の形

ニーズを高めることは

必至である。国家は市民社

ない以上，そのニーズから

し，好ましいことでもない

福祉へのニーズは国家を含

（ ）

会の代表機関であり一部の集

逃れられない。国家がすべて

。したがって，ますます増大

む社会全体が担っていかねば

団のためにあるのでは

をなすことは不可能だ

し，質的にも変化する

ならない。この社会は



自由な個人のネッ

識と能力の発達を

以上， ， ，

立命館経済学（特別

トワークにもとづくアソシエ

軸とする経済社会システムだ

で「現代消費論」の全体に

号）

ーション社会であり，人間の

と考えられる。

かかわる事柄， では講義の

知

一

部にあたる資本主
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